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山梨県立県民文化ホール管理運営業務の内容及び基準 
 
 山梨県立県民文化ホール（以下「文化ホール」という。）の管理運営の基準と

内容は以下のとおり。 
 
１ 運営方針 

 

   昭和５７年１１月設立以来、文化ホールは山梨県における芸術文化の拠点
  として、様々な文化事業を実施する中で、本県の芸術文化振興に寄与してき

  ました。今後は県民に更に身近で利用しやすい施設として、文化ホールの機

  能を最大限に活かし、芸術文化に関する県民の知識と教養を深めるとともに、

  芸術文化の分野で個性と創造性に富んだ地域の新たな人材育成を行い、山梨
  県の芸術文化の一層の活性化を図ります。 
 
２ 運営基準 

 
  ①県民サービスの向上 
  ②施設の効用を最大限発揮した利用 
  ③県民の平等な利用の確保 
  ④個人情報の保護 
  ⑤利用者の意見の反映 
  ⑥関係法令の遵守及びホール利用者の安全確保 
 
３ 各業務の内容及び基準 
 

（１）施設運営に関する業務 
 ①利用の承認に関する業務 
  施設等の利用の承認に関する業務に当たっては、次の基準に基づき実施する
ものとします。 

  また、平成２６年３月３１日以前において、既に利用の申込みがあった貸館

利用については、貸出を行うこととします。 
 （業務内容） 
 （ア）条例第８条第１項に基づく利用の承認 
 （イ）条例第９条に基づく承認の取り消し 
 （業務基準） 
 （ア）休館日、利用時間 
      別紙募集要項のとおり。 
 （イ）貸出施設に関する事項 
      貸出施設は、大ホール、小ホール、練習室、リハーサル室、楽屋、会議室、

駐車場とします。 
 ②利用料金の収受に関する業務 
  文化ホールを利用するものが納付する利用料金は、指定管理者の収入となり

ます。 

なお、指定管理者が、次年度の施設利用の予約を受け付け、かつ当該年度に
予約金を収入した場合は、前受金として処理し、次年度の収入とします。また、

指定管理者の更新にあたっては、県が引き継ぐべき利用料金の額等を検証した

うえで、現指定管理者が次期指定管理者に引き継ぐこととします。 
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 （業務内容） 
 （ア）条例第８条第３項に基づく利用料金の徴収 
 （イ）条例第１１条に基づく利用料金の還付 
 （ウ）その他利用料金の収受に関すること 
 （業務基準） 
  利用料金に関する事項 
  別紙募集要項のとおり 
 ③平等な利用の確保に関する業務 
 （業務内容） 
   施設利用者の平等な利用を確保する。 
 （業務基準） 
（ア）施設の、予約・申込・受付・利用等の手続・方法について平等性を確保

する。 
 （イ）本県における芸術文化の拠点として、県民が様々な芸術文化に出会う機

   会を確保する。 
   ※ 施設予約システムの活用について 

     「やまなし くらしねっと」（https://www.pa-reserve.jp/eap-rj/r

sv_rj/core_i/init.asp?KLCD=199999&SBT=1&Target=_Top&LCD=）の

施設予約システムを活用してください。 
 ④利用者の増加を図るための業務 
 （業務内容） 
   施設利用者の増加を図る。 
 （業務基準） 
（ア）施設利用者の増加を図るために、文化ホール及び催事等の広報活動を計

   画的に実施する。 
 （イ）施設利用者の増加を図るために、地域、関係機関等との連携を図る。 
 ⑤サービスの向上を図るための業務 
 （業務内容） 
   観客及び出演者等の施設利用者に対するサービスの向上を図る。 
 （業務基準） 
 （ア）来客案内業務を実施する。   
（イ）チケット販売業務を実施する。 

 （ウ）チケット販売・管理システムを導入する。 

   チケットを管理し、観客への販売に用いる「チケット販売・管理システム」

   を導入すること。 
   ※ インターネット予約を含めた利用者にとっての利便性とチケット管理

の効率性を重視したシステムを提案してください。 

     ・主な機能 

         チケット管理機能（価格・席種管理、配券管理、売上管理など） 
          予約及び販売機能（公演管理、会場レイアウトによる予約・販売、

チケット印刷など） 

      会員・顧客管理機能 

      ウイルス対策などのセキュリティー機能 
 （エ）文化ホールの施設を有効活用するための業務を実施する。 
        文化ホールの施設の有効活用を図るため、新たな視点での具体的な活用

   方法について、提案すること。 

https://www.pa-reserve.jp/eap-rj/r
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     ※ 上記提案について、提案内容が実現できることを保証するものではあ

りませんが、詳細は、別途協議します。 

  

 
⑥自動販売機、レストランの有償サービスの運営 

（業務内容） 

  施設の目的を達成し、利用者のサービス向上を図るため、自動販売機、レ

ストランを設置する。サービスについては、指定管理者自らが行うことや委
託も可能だが、サービス内容とサービスを提供するために必要な場所につい

ては、事前に山梨県と協議し、承認を得ることとする。 

  設置・管理等に要する費用は指定管理者が負担することとする。 

  自動販売機、レストランの運営による売り上げは、指定管理者の収入とな
ります。 

  なお、指定管理者が行う事業として基本協定で締結する場合、行政財産目

的外使用許可は必要ありません。 

（業務基準） 
・自動販売機  

   清涼飲料等の自動販売機を設置する。 

 ・レストラン 

   公演等を鑑賞する県民等により、喫茶や食事、休憩等のために利用さ
れるレストラン施設の運営。（詳細は別添のレストラン業務仕様書を参

照）  
⑦行政財産使用許可に伴う事前協議及び管理運営 

   別途、使用申請者に行政財産使用許可を与える施設等については、当該使
用者との事前協議を通して適切な管理運営をする。 

  

（２）文化事業に関する業務 
      文化ホールでは、文化事業として次のとおり実施することとします。 
   また、平成２６年３月３１日以前において、実施が決定している各事業 

  等については、原則として現在の受託事業者から引継ぐものとします。 

   なお、提案書の指定期間を通じての年間計画に記載した事業が実施できな

い場合の代替措置等についても提案書に記載してください。 
 ①文化芸術に関する催し及び講座の実施に関する事業 
  県民の文化意識の高揚を図り、地域文化を発展させるため企画実施する芸術

 文化の体験事業（講座やワークショップなど）や県民が主体となって活躍し、

 その成果を発表できる創作事業を企画、実施する。 
 （参考）平成２４年度実施事業 
     ○山の都ふれあいコンサート 
     ○ジュニアオーケストラワークショップと定期演奏会 
     ○フェスタ県文ステージまつり 
     ○山梨県民第九演奏会 

     ○県民参加劇  等 
 ②舞台芸術の公演の実施に関する事業 
  本県の芸術文化水準の一層の向上を図るため、国内外の質の高い公演（オペ
 ラ・バレエ・オーケストラや、歌舞伎・人形浄瑠璃・能・狂言等）を企画し、

 多くの県民が低価格で鑑賞できる優れた舞台芸術公演を開催する。 
 （参考）平成２４年度実施事業 
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     ○西本智実指揮イルミナートフィルコンサート 
     ○東宝ミュージカル「ミス・サイゴン」 
     ○野村萬斎 狂言会 
     ○劇団四季 こころの劇場 
     ○わらび座ミュージカル「おもいでぽろぽろ」 等 

 
 
（３）施設及び設備器具の維持保全に関する業務（詳細は別紙一覧表参照） 
   次の管理基準により、施設の効果的、効率的で適切な維持管理に努める。 
   なお、実施に際しては、関係法令等に基づき、必要な官公署の免許、許可、

  認可等を受けるものとする（業務委託による場合は、再委託先が必ず免許等

  を有していること。）。 
 
（舞台関係） 
 ①舞台照明設備保守管理（大・小ホール） 
  ア）強電盤類点検（主幹盤・分電盤・サイリスタ調光器盤） 年３回 
  イ）弱電盤・卓類（照明操作卓、パッチ盤・卓、舞台袖操作盤ほか）点検等

    年３回 
  ウ）ピンスポットライト点検 年１回 
 ②舞台機構保守管理（大・小ホール） 
  舞台昇降装置・開閉装置・吊物機構点検（整備・調整、消耗・摩耗調査  

 年３回、インバーターユニット点検 年１回） 
 ③舞台音響設備等保守点検 
  ア）大・小ホール音響設備点検 年２回 
  イ）ＩＴＶ設備点検      年１回 
  ウ）非常放送設備点検     年２回 
  エ）会議室設備点検      年１回 
 ④ピアノ類保守点検（鍵盤調整、弦合わせ、ウイペン合わせ、ハンマー調整 

  ほか） 年１回 
  コンサートグランドピアノ（スタインウエイ３台、ヤマハ６台、カワイ１台） 
 
（施設・設備関係） 
 ①運転・監視及び日常点検保守 
  次の項目について、日常巡視点検、精密点検、清掃、整備等を必要な資格保

有者を配置して行う。 
  中央管理制御設備、電気設備、照明設備、空気調和設備、給湯設備 

 ②設備機器定期点検保守 

  電気設備、受変電設備点検保守、空気調査設備 年１回 

  空調機器等冷暖房機器のシーズン前後の点検保守 年２回 

  空調機器のシーズンオン点検保守、清掃 年１回 

  給排水衛生設備 年２回 

  環境測定 ２ヵ月に１回 

 ③水槽類清掃（飲料水・汚水） 

  飲料水受水槽・高置水槽清掃 年１回 
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  汚水槽清掃 年２回 

  汚水マス清掃 年１回 

  雨水槽清掃、雑用水高置水槽清掃 隔年１回 

  簡易専用水道水質検査 年１回 

  簡易水道法に基づく水質検査（残留塩素測定） 日１回 

  レジオネラ菌検査 年２回 

④昇降機保守管理 
  乗用エレベーター１台（会議室用）、貨物兼用エレベーター１台点検・給油・

調整ほか 毎月２回 
  北玄関・大ホールホワイエ乗用エレベーター各１台点検・給油・調整ほか 

 ３ヵ月に１回 

  エレベーター遠隔監視 毎日 
車椅子用昇降機１台点検・給油・調整ほか 年３回 

 ⑤電話設備保守点検 
  デジタル交換機、電話設備点検 年２回 
 ⑥自動ドア保守点検 
   自動ドア６台、制御、作動、油圧エア、検出装置等点検 年３回 
 ⑦消防用設備等保守管理 
  消防用設備点検（総合点検 年１回、外観機能点検 年１回） 
  灯油地下タンク漏洩点検（総合点検 年１回） 

  蓄電池設備（総合点検 年１回） 

  防火戸、防火シャッター、排煙口、非常灯等点検保守 年２回 

  エレベーター検査 年１回 

  建築設備検査 年１回 

  特殊建築物調査 隔年１回 

 ⑧自動制御装置保守管理 
  自動制御機器総合点検 年１回 
  中央監視装置（総合点検 年１回、巡回点検 年１回、システム点検 

 年１回、） 

 ⑨庭園植栽管理 
  芝生手入れ（除草草刈り 年５回、目土入れ 年１回） 
  樹木手入れ（除草 年５回、施肥 年２回、防除 年３回） 
  ヒマラヤ杉剪定（隔年１回） 

 ⑩チケット販売・管理システムの保守点検 
  保守点検、ウイルス対策等 随時対応 

 ⑪ローリングタワー保守点検 
  電動機、作動用キャスター、作業装置等点検、調整、補修ほか 年１回 
 
（清掃・衛生管理業務） 
  施設の環境を維持し、快適な環境を保つため、清掃業務等を適切に行う。 
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 ①日常定期清掃・塵芥処理業務 
  日常清掃（床面、内装、什器部品、衛生関係ほか 毎日（休館日除く）、 

  じゅうたん・窓ガラス簡易清掃（適宜）、庭園・駐車場清掃（適宜）） 
  塵芥処理（適宜） 
  ②じゅうたん清掃（客席、ホワイエ、ロビー、廊下等 年１回） 
 ③ガラス清掃業務（外回り窓ガラス清掃 年３回、間仕切りガラス清掃 年２

回） 
 ④害虫駆除 
  防除作業 年２回 
  モニタリング及び点検業務（各フロア補充・消毒等 年１０回） 
 
（警備業務） 
  常駐警備（防災センターでの業務）と巡回警備（施設内、敷地、付属施設）

  を以下の業務態勢で行う。  
 ①通常業務（人員２名（防災センター要員１、巡回要員１） 

  時間：８：００～１７：３０ 
 ②夜間業務（人員２名（防災センター要員１、巡回要員１） 

  時間：１７：３０～２２：３０ 
 ③自動警報警備 
  次の時間帯は自動警報警備とする。 
  ・大小ホール使用時：２２：３０以降（ただし、催し物の終了時間により変

   更あり） 
  ・大小ホールの使用がない場合：１７：３０以降 
  ・休館日 
 
（駐車場管理業務） 
  次の管理基準により、効果的、効率的で適切な維持管理に努めてください。 
 ①駐車料金を徴収する場合は、利用者の利便性を考慮し、現行利用料金（一般
 車の場合は、利用開始１時間１００円（ただし、３０分未満は無料）以降３０

 分ごとに５０円、大型車の場合は、利用開始１時間２００円以降３０分毎に１

 ００円）以内の設定とする。 
 ②管理形態については、現行の管理形態（管理人１名を配置し、駐車場機器に
 より車の出入りを管理）を参考に、利用者の利便性が低下しない管理方法とす

 る。 
 ③現行駐車スペース（２５１台）の不足を補うため、近隣の民間駐車場をホー

 ル連携駐車場として確保するなど駐車場不足の解消に努めてください。 
 
（公用車管理業務） 
  公用車として次のとおり車両を貸付けるので、当該車両の適切な管理に努め

てください。 
 ①車検の実施 
 ②自賠責保険、任意保険への加入 
    公用車として貸付ける車両 
   小型貨物自動車   マツダカペラ（１，６００ｃｃ）  
 
（４）その他業務 
 ①事業計画・事業報告等に関する事項 



 7

 （ア）業務計画書の作成及び提出 
   指定管理者は、毎年度２月末日までに（平成２６年度分については基本協

  定締結後直ちに）次に掲げる事項を記載した次年度の管理運営に関する詳細

  な業務計画書を作成し、県に提出してください。 
    (1)次年度の運営目標 
    (2)実施事業の概要及び実施時期 
   (3)管理運営体制 
   (4)管理業務に係る収支予算 
   (5)その他必要な事項 
 （イ）事業報告書の提出 
   指定管理者は、毎年度終了後２月以内に、次に掲げる事項を記載した事業

  報告書を作成し提出してください。また、年度の途中において指定管理者の

  指定を取り消された場合にあっては、その取り消された日から２月以内に当

  該年度の当該日までの事業報告書を提出してください。  
   ・事業実績及び利用状況 
  ・利用料金の収入状況 
   ・経費の収支状況 
  ・その他必要な事項 
 （ウ）定期報告書（事業進捗状況報告） 
   指定管理者は、利用者数及び事業実施状況、利用料金収入状況について、

  月ごとにまとめ翌月１０日までに報告してください。 
 （エ）その他随時報告等 
      指定管理者は、県から管理業務及び経理の状況等について報告を求められ

  た場合、報告書を作成して指定期日までに提出してください。 
    なお、管理運営に当たっては、１日の業務内容（点検、修繕、清掃、その

  他の維持管理業務、窓口運営業務等）や県民対応など特記事項を記載した日

  報等を作成し、適正な業務、事業管理を行ってください。 
 ②利用者アンケート等に関する事項 
  指定管理者は、利用者の意見や要望、満足度等については、アンケート等で

 毎月把握し、業務改善等管理運営に反映させるよう努めてください。 
  その結果及び対応策について、月毎にまとめ、翌月末までに報告してくださ

 い。 
 ③モニタリングの実施 
 別に定める「指定管理者施設のモニタリングに関するガイドライン」及び「文

 化ホール管理運営状況のモニタリング実施要領」等に基づき、山梨県が実施す

 るモニタリングに協力してください。 
  なお、モニタリングの実施に先立ち、対象期間の業務実績等について指定管

理者の自己評価結果を記載したモニタリングシートを作成し、予め県に提出し

てください。 
  モニタリングの結果、指定管理者の業務内容に改善が必要と認められる場合

は、県は立入り調査等を行い、協議の結果、指定管理者に是正勧告を行います。 
  是正勧告を行い改善が見られない場合は、指定を取り消すことがあります。 
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（５）その他管理運営に当たっての留意事項 
 ①安全管理マニュアルの整備 
    事故を未然に防ぐための施設の日常点検方法等を定めた安全管理マニュアル

を策定し、適切に運用してください。 
 ②事故対応マニュアルの整備 
    施設内で事故が発生した場合を想定した事故対応マニュアルを策定し、訓練

等を実施してください。 
    自動体外式除細動器（ＡＥＤ）については、職員等関係者の講習会の受講や
日頃の点検管理により、非常時に使用できるよう備えてください。 

    管理の詳細については、別添「自動体外式除細動器の管理仕様書」に基づい

 てください。 
 ③国民保護措置への対応   
  国民保護法及び山梨県国民保護計画に基づき、武力攻撃事態等及び緊急対処

 事態の際には、利用者の安全確保、その他国民の保護のために必要な措置を講

 じてください。 
 ④建築基準法に基づく点検業務   
    次に掲げる建築物、昇降機及び昇降機以外の建築設備について、建築基準法

 第１２条の規定に基づき、損傷、腐食その他の劣化の状況を点検してください。 

  点検方法については、別添建築物点検マニュアルに従い点検を行ってくださ

い。 
  点検結果については、速やかに県へ報告してください。 
 （ア)対象施設 
   ①建築物 
    ・建物 
   ②昇降機 
    ・エレベーター、車椅子用昇降機、荷物専用昇降機 
   ③昇降機以外の建築設備 
    ・点検すべき建築物に設けられている換気設備、排煙設備及び非常用照

     明装置などの建築設備 
 （イ)点検時期 
   ①建築物 
    ・２年以内ごとに行うものとする。 
    今回の指定期間中においては、平成２７年度及び平成２９年度が点検実

   施年度となります。 
    なお、９月３０日が、基準日となるため、当該年度の９月３０日までに

   点検を行ってください。 
   ②昇降機、昇降機以外の建築設備 
    ・１年以内ごとに行ってください。 
    （毎年度点検を行う。） 

 

（６）環境への配慮 

指定管理者は、施設の維持管理・運営にあたっては、県の環境管理シス

テムに準じて省エネルギーの推進及び温室効果ガスの排出抑制に努めると

ともに、廃棄物の発生抑制、リサイクルの推進等の環境保全についても十

分配慮すること。 
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（主な取り組み） 

①県の環境管理システムで定める共通実施計画の取組について、可能な限り

実施すること。 

②エネルギー使用量の把握及び使用状況の分析を行い、必要な場合は改善策

等を講じること。 

③環境に配慮した製品の購入に努め、廃棄の際は資源の有効活用や適正処理

を図ること。 

④①の実施状況及び②の使用状況等については、半年ごとに県に報告するこ

と。 

注）別添様式により報告 

 

（７）緊急地震速報受信装置の管理運用 

   文化ホールでは、地震発生時に来館者等の安全を確保すること等を目的に、
緊急地震速報受信装置（株式会社ドリームウェア社製ＤＰＡＳＳ）１基を設

置運用しています。 

   緊急地震速報受信装置の設置及び緊急地震速報の提供は、県が株式会社三

谷商事と委託契約を締結し実施していますが（委託料は１年間７５，６００
円）、指定管理者はこの契約を引き継ぎ、引き続き管理運用すること。 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
           
 


